京の景観パートナーシップ事業実施要領
（趣旨）
第１条　この要領は、京の景観パートナーシップ事業（以下「パートナーシップ事業」という。）の実施に関し必要な事項を定めるものとする。
（目的）

第２条　パートナーシップ事業は、府民等が連携し、かつ、協働して良好な景観の形成を推進することを目的とする。

（定義）

第３条　この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。
(1) 登録団体　京都府景観資産登録地区で景観を守り育てる活動をしている団体をいう。

(2) 活動団体　府内において良好な景観を守り育てる活動に取り組む団体等で、京都府景観資産への登録を検討している、あるいは今後検討する予定である団体をいう。

(3) 支援団体　登録団体又は活動団体の地域活動等を支援する大学、企業その他の団体をいう。
（責務）

第４条　府は、パートナーシップ事業の実施に当たり、次の各号に掲げる施策を実施するものとする。

(1) 登録団体又は活動団体が支援団体と第５条に規定する協定を締結するための協議、調整等
(2) 第８条に規定する京の景観パートナーシップ連絡会議の開催

(3) 前２号に掲げるもののほか、パートナーシップ事業の実施のために必要な事項
２　登録団体及び活動団体は、パートナーシップ事業の実施に当たり、景観を守り育てる活動に誠意をもって取り組むとともに、支援団体との連携及び協働を積極的に図るものとする。
３　支援団体は、パートナーシップ事業の実施に当たり、登録団体又は活動団体の意向や地区の事情について充分把握に努め、これらの団体との連携及び協働を積極的に図るものとする。
（協定）

第５条　登録団体又は活動団体は、パートナーシップ事業を円滑に推進するため、支援団体と連携し、かつ、協働して実施する事業等について、協定を締結するものとする。
（協定書等の提出）

第６条　前条の協定を締結した登録団体又は活動団体は、協定締結後速やかに別記様式及び当該協定書の写しを京都府建設交通部都市計画課長に提出するものとする。
（費用負担）

第７条　パートナーシップ事業の実施に係る費用（第三者に及ぼした損害のために必要となった費用を含む。）は、第５条の協定を締結した団体が負担するものとし、その額は協定締結団体が協議して定めるものとする。

（連絡会議）

第８条　府は、パートナーシップ事業の円滑な実施に当たり必要と認める場合は、登録団体、活動団体、支援団体及び関係行政機関等により構成する京の景観パートナーシップ連絡会議（以下｢連絡会議｣という。）を開催するものとする。
２　連絡会議には、前項の構成団体のほか、パートナーシップ事業に関心のある者が参加することができるものとする。

３　連絡会議の庶務は、京都府建設交通部都市計画課において処理する。

（その他）

第９条　この要領に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。
附則

この要領は、平成24年７月２日から施行する。

別記様式（第６条関係）

京の景観パートナーシップ協定締結届

年　　月　　日　

京都府建設交通部都市計画課長　様

　（住所）

（団体名）

（役職・氏名）　　　　　　　　　㊞

　京の景観パートナーシップ事業実施要領第６条の規定により、別添のとおり京の景観パートナーシップ協定を締結したので提出します。










